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大豆に於けるマメシンクイガ幼虫の

減少経過及び、大豆の被害対

• (害虫と寄主作物との生態皐的研究第1報)

商品浩

〈北海道ー犬接段接花見虫教主主室〉

Studies on the injuries of soybean varieties and the decreasing 

process of the larval population of the soybean pod borer， 
G'NlplwlithασγicinivoγellαMATSUMURA. 

(Ecological studies on injurious insect and its host crops. 1) 

By 

YUTAKA NISHIJIMA 

I 緒言

マメシンクイガによる大グ豆の被害の品種Il¥J差

異ぽ， II1 ・ l免生th~t!置の如く主に英の1'1ト長jtJlIi\lが本

害虫の産卵最盛期と和ゃれているために包る場合

と，たとえ雨者が一致しても狛著しい差異を示す

場合(桑原， 1950)とがある。後者・の場合，即ち民

の耐丘lll~I:と考えられるものの要因ば，大別して成

虫の寄主選好-，¥，1:， Jí~ 1~第 2 齢幼虫!'C1tナる英の

内部の抵抗性 (antibiosis)及び消極的な被害fllHi:t

性の芸具に基づくものであるととが指摘されてい

る(回品・黒津， 195:3)。然しながら，害虫に封す

る作物の耐!U性ぽ，昆且lと布，'(物との interaction

に闘聯した1現象であれ多くの場合，比較的友

ものである (PAINTER，1951)。従って害虫の加害

或いは作物の被害程度によって匝別された作物の

耐!1~'I'tの 9ß\弱ぽ，害虫の population との闘聯な

くして論やるととは危険であろう。ととに於て入

豆lhI研:M¥Jの耐!utT.の弧弱が本害虫の異なる POPU7

lation の下に於てどの程度の安定性があり，~n何な

る竣勤役示すかという問題ぽ，本研究の第 21立I~f

として取り上げて世かねばならない。それはー .j可

に於て，指摘された3要因の耐山性機州ーに於ける

主要・性が比較されるととにもなるであろう。との

研究ぽ以上の目的の下に， とのfili:の研究に屡々 nJ

いられ1いる卵の接種法 (DUSTAN，1929; VOUK， 

1930; SCHLOSBERG et al.， 1939; PATCH， 1943; 

hが河E可H同同l日仇1九， 1凶95ω0;等) により行はれ7たζものでで、あるο 従

つ℃質験幸料結f白iよ果|巳ミぽ主に大刃瓦:IlLi

言討すされ7たζ。然し野外に於けるi色虫の population

の挫勤ぽ増加1の;場合より減少の場合に多くの注意

を+J11うべきであり (EiDMAN，19:37)，本質験結果it

その制に就いても 2・3のう，¥1見を得たので刊‘せて報

告する。

本論に入るに光だち，格好i懇誌なる御指導を

輿えられた内11-1登一・犬飼哲夫耐教授並び、に波法

千向助教授にtt1し深甚なる謝意を去する。

II 材料及び方法

質験Iml場-ぽ 195:3年5月18日，北海道λ;皐:農

皐部昆虫J準教室の附場に設置した。とのIml場ぼ 3

品開3匝lIiIJ， 1匝内にぽ地岡と7J('j;.1'C埋めた約5

Jj分の l の素焼製菊鉢を 1511111叩列し，各r~tt世 10

材、7"!Lのん !-:'1~ 位法J;f し， 全体佐1.5mmIとlの金網枠

勺本文の要旨lは nI~和 28 年1交札幌良林墜曾&.び昭和 29 if.)支 H 本服用昆虫・服用動物8}~曾;犬舎に於て講演した。
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(1.5x 1.5 x 1.2 rn)で結った。各訴訟りの施fJ巴:lf::U:，

1vre安 0.75g.， R史研C)JI¥lRO.日g.，;品燐税引タ(4.5g.，正

し， J)加工金志向でふるった後充分にまぜ合せて各

鉢11::111持均等に入れた。.j副主賓験にJiJいた卵は9)lf{七

幼虫カ工夫(乞入る時J~)j を 111持仏~t亡し 且つ{ik山によ

る 11\犬伝防ぐために~~~\て1貯化常Flの111持[1，3'除件心卵

である。本害虫のyiJぽ卯伎を:←泊して内部の護育!j}(

j忠治:;'I'IJる(桑111.小LUrn， 1953) から飼育~:íí内で

大:尽の策11::産卵させた多数の卵をiiii皮操作により

PIl'(:11二jjif1こ!まで (2s'Cえよifi岩井Îlで5['111¥1)飼育し，

PsHヒ'?!;f! 1'C健全たYIJを英?と附荒したまま小さく切

り取ってft加した。大1Il亡J主和した部分ぽ実tP'iの

~~部で 1 科との全Zだに|問ね均等に分社Jするように

接師、したご 1株?常5片かり川J安羽2師示卯数' 接師蛇、H寺J見別lり別l月j，接[:，由示害剖lリj 

合合，及び、人:1耳7王命のIlし!

7た乙本:守f汗子止虫Lげdの')j':丙主g明卯IJ1に臨臨悶L討討肘i，J円jずj司る貨l除険臥;澗U7品j司J在結県イ乞乞参う考}汚雪と し

て，よ[0 去の女/1く定めた。なむ人:~~I~の純一J-v:f北泊:

辺住~~r試験場より分譲された純粋と忠われるもの

である。

あ 1 回のJ主砲 11l'C於てば3 弁rli~H:.:JJçy六んど 1\百

第H受 jl( 除 fit ilI 'J毛

10μ{第 11m) 70% (第211r])

8 JJ 18 [J 8月26II 

200 *~( 20 140 

120 l枕 12 84 

70キt 7 49 

30 *¥7. 3 21 

。 。 O 

花が移り，英長及び英和iの{III長JPJI'C悲していたが，

卵の接師、と同時に衿株の英1J&及び、爽長を調ぺた。

グくいで第九丸í~ 3回の月j"Jl.教のJ定時:を行い? 各株
が犬々 J1X:熟WH1::.3Æ した 10 月一 I~.í-I} 11::於て1株毎に

接J直結果の観察を行った。との1四祭に於ける調布
事項及び調在基準(括d瓜内)ぼ下記の女11くである。

1. 爽Jli'JC (調布JI寺11::.治生じていた総ての英o t拾
っ℃落jだしたものは合まれたい)

2. 1'm.子宝9&(tfJtね正常の生育をしたもので，
111奇形及び、甚だしい生育不良のもの乞除く)

3. 健全開子jJ投(概ね正常の生育なしたもので，

師、子賞買にl食痕たきもの)

4. 被害杭子.:1投:(川、子貰rT'h11食害されたもの)
5. 不稔郁子数(その如、r宝寺入痕がたく，
和子宝そも+uxねIE'{;I;の生育をしているが，柿子

はilliだしく生育不良か叉ぽ淡-iJi.色の1よu伏にた
ったものな生正'1¥1'1'.)不拡，その{inr去にif?入痕
があり 3 純子完封:主正Jl;~iJ斗11i 々生 tfぷ良で，去を

|首i制色色するか或いはH!fーの生77不良で‘

立つ科l立の一部， *~:(dMtl\に制色の傷痕がる

20% (第3凶)
大 11 の品積名

9月2El 

40 -1'務長楽， r\ l.tt. JIむ~， 1主染伐!1 WR 
24 l，iJ 

14 l司

6 li;l j二

O i司 1二

るものな本害虫による不松正見{必ず)

s. 幼虫の出入痕数(英の炎iuiの¥.小li:又ぽ下位

舵介記~JH亡抗ってイj主主ずる ff;J色のrJf出liで， q妓市111

た小孔があるもの。/イ小jト、干孔Lの}，μ"人1;引5

多少州l膨l臨諺隆ずるととが多い(第1t凶盆品副iじ) 

第1闘 矢印がi詳入[i.し小孔 (3fi;¥])が股111痕

7. 幼虫の!防/1¥痕政(焚の去luiに千t:{r:するね l

rnrn IAj'lトの計約101月三の小孔(出 1r，'，立1))

8. 英I" J の企JJll~の生{t 数(1炎Ji色jう五校ぷ色?と

Jtし，活j設に7);-1Jずるもの)
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9. 英内の幼虫の死亡数(休心一利\)とは金古i\ 'iJ~

33拙色に捷色し，萎新j，:W-fIせや)

死亡した幼虫i主主I!.に死亡した部分と，死亡し

た)11¥態とによってP 多〈の女/1く l函別した。

(A) 兆の*ll織中に於ける幼虫の死亡数:兆をと剖

って，潜入痕のある部分"{c内而から検する

と，幼虫が英の組織を主Ii邑して焚の内部に佼

入した形跡がなく，且つ幼虫の死体がその潜

入坑道中に認められるもの。

(B) 英の内部に於ける幼虫0死亡数:jf1入痕ω
ある部分の内而ぽ，微小な小孔ある梢色の:UE

黒tiが認められ，且っその斑出ijに続く柄挺した

坑跡、が認められるもの。とれによって，幼虫

が旋の内部に位入したととが明確に識別IH米

る。 更にその坑跡事とたどるととによって，本

調布の女nく?Jtが完熟した場合でも，幼1tの死
亡したJ伏態が確認111来るととが多い。

(c) 爽の内部に於ける闘手工による幼!1¥の死亡

数:組子室の爽と組子との出IMH~，初子の生

長と共K.次第に少なくなり，遂には茶色の内月3

)Ji.と航)えとが符荒して空H¥Jが全くたくたる0

.との時期lになると，位入した幼!Uも亦次第に

生i乏して喰害した柿子と兆とのIMJには自己の

休と排惜した繋が入る程度の 1 つの2:slill~と持

つようになる。種子室内で、護見される幼虫の

死休のうち，健全な 1頭の幼虫が1~Î有してい

るかかる2:>;!tIJ内の"fJ，~と共に認められるもの

で，且つ胸腹部に黒唆したF対話痕があるもの。

かかる)11¥態で死亡した幼虫ぽ，第31始以後の

ものが多いので，古liJ'H己 (B)より匝日IJして，英

の内官Eに 1/~ける主YJ!Ü相l1W\Jの闘三j干によるタ己亡

と認、め(r:。

以上の女rJき質験及び調布結果の整主[(に拾っ

て，持m した 2 ・ 3 の彪~111法及ぴその坦I1 rl ，l'i'下記

の虫nくである。

(1) 寅験m!l問中の落爽劃(:抵越の女11く第1巨i接
右[1:日 (18jVlII)に於て，本質験に)Hいた大王子:

品杭の開花は就に格了していた。又その後の

生育経過に於て病虫害による波数の減少，新

たた花芽の分化による IJ:~花を認めるととは出

来たかった。 従って;J(の虫nく算出した。

宜験JtIJ1i1J'llの務災救=筑1回佐和uの共z
j政一段絡司~1tfJの英数。

(2) 兆外及び落英による幼虫の死亡数:蹴越の

主n き接紐誌により，接租卯の卵子化率v~と胎んど

100% であった。大豆ぽXf{:A~の繁茂に nい，

接相:株と~l!~接fiT[株とが相接する )1)\態とたった

が，生!~接種株には全然幼!ltの潜入痕を認めた

かった。従って蜘化幼虫の事~外移動を認める

ことは1[11米ない。 舶化幼虫は1~;fl1lした部分に

故も近い英に惜入ずる傾向がある(第2tti参

na)。又一度英内に治入した幼虫は，シロイチ
モンジマダラメイガの虫11く他爽に移動すると

とは全くない。 μ1Iち接紐卯から硝化した幼虫

が，英に潜入するまでの短mJll¥Jに何等かの原

凶で死亡したもの及び潜入した英がIHJもなく

落茨したために護育出来す"に死亡した幼虫数

Jまグ〈の女nくで、ある。

3爽定外及ぴ

9訓卯p主数主一幼止虫~{の潜入痕数。

(3) 幼虫の生存地:10月上旬の調不正時に生存

していた英内の幼虫ぽ大部分が老熟期に近い

ものであった。然し少数の茨にぽ幼虫の脱出

痕が認められた。英内で老熟した勾~!1¥ぽ通常

自己の l町長する主11\ 1 の)，l~l叫に吐紺し，撚る後

その2:>;lj¥l内のj由千:?な1!b¥Ni'に肱IU痕を諮る脅性

がある Q そのためか1頭の老熟幼虫ぼ英外え

の脱出同時し殆んど常に 1簡の!日tlU痕を鵠

し，他の:4IJ!l!.が遣った!日tWI痕;乞利fIjするとと

はない。従って幼虫の生弁;肢は F記の女nく算
IJI1される。

幼虫の生存型(=英内の幼虫の生存数十幼

虫の!日W11痕数。

III 費験調査結果

A. 卵及び騨化幼虫の population

の減少経過

(1) f主制株の英教と郁;子室数

Jif験結果の記越に先だち， ')(9:の各J支障株の
英数及び百二子宝敢にM討する調査結果~a:-示せば第 2
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…11-両古瓦lJ可 I-f;t-II -i -JØt!<~_1 ;-=!~~I品口「

兜制 l783J2ω2502

11 Block tflJ柔 3.92 接関同HG三塁 2.44 11 B10ck /lfj差備考 11------.".. 1 1 ，~. ，"，. .，，~. 1 

l 品穂fI日差 1 102お掛 l品干il[x接椅l;i五1.61 ~，樋/ll]差

去の虫nくである。

英教と種子宗教が民杭W(Ii\l.訂~f"lt 11'1し及てA
Block 1昔jで、相違があったか否かについて検討する

と r:~Yti置 Ii!初来異ば何れも明瞭に認められる。爽裁

に於てほ「長葉裸11虎」が最も少ないが，東j肢の

構成に於て1爽の種子宝教が3.....，4宗D交が多い

ので積子宗教が増加し， 逆l乞 1-2宗の1たが多い

「中生光%KUぽ和子宗教が故も少たい。然しなが

ら Block/111. 接師而lll初来具はもとより，接聞

匝1mに於ける英数や和子宗教が件11JI柿勾ーに異なっ
ているとはいえ友い。結局本質験に於ける大~O:の

茨数及び杭子5i手数ぽ， 品r杭市制引)l川i日川iリ11に七於てJ山i71リ¥:f
異が認められ7たζが， t妾加国11¥]~亡於ては蹴ね近fりし

た{康件下にあったといえる。.

(2) 幼虫の生存と死亡

6490 1811 

一定数の接稲卵から PIIf化した幼虫のうち，~

内\"c生き残り老熟!~Ijに注:したもの及び地中に潜入

したものの救， 11[1ち幼虫の生存君主とそれ以外の幼

虫， l!IJち何苛;かの原因で、死亡した幼虫数とは，夫

の々ii11接精卵敢に封する比率と共に第3去に示し

た。

2iS3去に於て幼虫の死亡数及び総接和卵数に

討する死亡数の比率(以下幼虫の死亡率という)

は，イ1'1れも接杭匝/l'rlに於て顕幸子な完異がある。幼

虫の死亡数;及び、死亡率と接:fift卯敢とは正:)い正の相

閥闘係吃あり.i英一和卯1設が増えるに従って死亡数
;及び死亡率が明瞭に増加1している。之11::.封して生

き残った幼虫はその貰教に於ては死亡教と同様に

結願卯数と共に晴えている。然るに幼虫の生千千率

にJkてぽJ主脈卯i設の増加によって次第に低ドしτ

いるととは興味ある五-1'貨と考えられる。 11[1ち第2
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lkd-宗骨三「lkd314等l計lld同時[計一

2的|細川 11朔戸訂瓦汀L叩石田両41104.25130;日

;:li;:lJ;判明lr

l品Jvcl切らかな如く，卵教と幼虫の生存率には員の

相闘関係が認められる。而もかような幼虫の生死

勤及びその比率と接和卵教との諸閥係は各fil日n毎
に異なっているとは言えや，各品lJrに共通した傾

向であると考えられる。 ?dtしながら品種111hz::於は

る幼虫の生死故及びその比率には統計的有;立'1'[:が

あり Jr中生光ー黒」に於ける幼虫の死亡教は他の2
1~~!1f!市に比して l切らかに少なく，死仁率も亦最低を

示している。以一!トの女如I日lく7本トド二買b肱』命tに於てぽ大立の各

I訂l日7
於ける2爽だJ蚊股及びび、fiTr 子室敢その他の~i'市行行削:-1，時傑附E吋{午が著しく

呉異};た主らないにもJ拘h旬jらオ宇歩Fド、，幼虫の生死数;及びその比

緩和lI~正

幸容は品部1<.-より異なり，又接種匝により著しい哨

減が認められた。以下の各JJiに於lてぼ接種卵から

勝化した幼虫滞が，とのような最格帯N~・ 3と示すに

ヨミる減少経過註記述する。

(3) 爽外及び、落英による死亡

1~~験mJljIJrilの落爽故(以下落英1肢という)，及
び、英外並びに落英による幼虫の死亡数(以下落災

死亡j肢という)と線接種卵故に封するその比率

(以下落英死亡率という)ぽ，犬々河川去に示した。

おíH 去に於て活文ぺぬも亦夫教と "Î]:j長友 ril~HilJH

1';::呉が認められ)I中生光黒」が比較的少なく，幼

n
u
n
υ
n
u
n
u
n
u
 

3

7

2

却

65 34 43 142 

63 36 日6 15ち 16 20 13 49 8 

54 45 ラ2 151 50 34 56 140 11 

62 46 45 153 265 246 251 762 36 

85 48 52 185 627 482 ラ86 169ラ 52 

言「

備考

虫の落爽死亡敢にも同様な傾向がうかがわれる。

然し落英死亡率には品種liJJの相違があるとはいえ

ない。ヨたに接種匝聞について検討すれば，落爽蚊

は接種匝)}lJの相違が認められない。然るに落葉死

亡敢並びに死亡率ぽ，何れも接種匝聞によってIIJJ

l僚に異なっている。接種卵j肢が増えるに従って幼

虫の落爽死亡数並に死亡率ば搬すぎに耳切11してい

る。との結果ぽ次の諸里liによって注意すべき生態

的Ig]閣をと合むものと考えるQμ[Jち接和田IIIJに於て

ば (1)凱述。立nき接和法により，府化率及び蜘化

幼虫の敵虫による死亡率のiil走ぽない。 (2)OJ.jJj与

の虫rrく解化幼虫の接相株外移動乞認めるととは1I11
予いない。 (3) 災救及び純子安j肢の著しい来異も認

められない。 (4)弟5去のtmく実数の大きさによ

る蒲生割合も亦殆んど差異がた、い。 (5) それ故ー

定数の附化幼虫は，幼虫が潜入すべき夫教とその

大きさに闘する限り，時々等しい僚1'1二下に世かれ

ていたと考えられる。 (6) との場合初々の大きさ

の英に封して幼虫がもし等しい確牽.で潜入したと

すれば，落夫妻手のJ友利u盛fttl~':~~'が認められないか

ら，落英外死亡率ぽ夫々近似した数値を示す告:で

あるが，結果ぽ著しく呉なっている。結局本質験

中.N~~からば，幼虫数の増減によって，幼且以{の2茨焚時~~Iに乞

1針}する立法E割4将将梓:ヰ翠や判?巨P引~:I可，[性|

があるもの」とつ考えなければおな:らたいが，之('f.:就い

ては主!iに賞臓をと艇で説明したい。

な主子大11'])生:fiH的段落，Jtl士通常英の{中長期!に

辿るため，柿子は，1主だ小さく，出入したお!日虫ぽダfI

んど筑 1~ a'~ 2 í:\l;~lfHに落爽内で汐じ亡する。 かかる

;yJJ !1lの落夫内死亡』止について)Idi¥場から呼集した
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第5表 爽の長さによる若生率(%)

11 爽長 (cm)

t~ tA (;1:;二"_0.5 -0.~_1__~空-1.9 上竺竺仁1-竺ペJ竺竺とL竺Z三日竺仁
。 6.14 13.41 8.37 22.85 38.56 10.03 0.64 

30 4.75 11.69 9.20 27.47 34.18 11.90 0.82 

70 4.82 8.75 11.19 25.39 36.22 12.84 0.78 

120 5.91 lト33 10.65 25.15 34.67 11.53 0.76 

200 日.70 9.02 10.15 23.48 37.44・ 13.16 1.05 

第6表札幌附近の犬豆岡;場に於ける務爽内の幼虫

平均爽長 幼虫の
存:{E爽数

i 爽般に主主する比率(%)
幼虫数 lーが1)-!民主主 1 

~~'-f::-':!J:;;;' i}j虫数i 存在爽歎 | 

67.36 

73.40 

76.00 

幼虫のi脊入痕毅:その他

30 

70 

120 

200 

材料によって調べるとみiH去の如くで、ある。即ち

札幌附近に於てぽ普通の多毛茸品種の 3，....，4cmで、

落爽した英の 60%前後に幼虫が認められ，(5る

程度の大きさの落英内で死亡する幼虫事〔は，資i際

の栽:e別条件下でも少なくないととが1lfJらかであ

る。

(4) 爽上の幼虫の滑入痕

落英以外の英に認められた幼虫の出入痕蚊そ

の他の諸数値は第7去の如くである。

接紐卯敢に封する潜入痕蚊の比率(以下部入

痕率という)にぽ品租t1l1の差異が認められない。

然し接航匝1mに於てはlリj隣友相濯が認められ，接
種卵教の増加と共に潜入痕王手が次第に低率となっ

た。 1nし潜入痕の質数ぽ卯J肢と共に増減し，従つ

1.14 

2.66 

3.40 

4.33 

3.681 11.53 

て一英首り並びにー郁子安世りの前入痕数も亦l司

脹な傾向が認められる。

(5) 爽内の幼虫の死亡

幼虫が夫を穿孔中;及び爽の内部(11:潜入した後

に死亡したものの総数(以下爽内死亡数という)

と，その死亡教の潜入痕敢に針する比率(以下英

内死亡率という)ぽ，5(C8去の如くである。

幼虫の茨内死亡教は，r~Hi:li H lf1ご於て著しい相違

lまないが，決内死亡率は「中生光黒jが一般に{氏

歪容を示し，統計的有志位が認められる。 -:j.くに接種

匝1mに於てぽJ妄右n卯数の増加と共に幼虫の爽内死
亡率〔が;詳しく増加lしている。叉英-内死亡率にも同

総な傾向がある。 μ1Iち卵教が増えるととによって，

幼虫の英内への潜入痕数が増加lし，従ってnm子
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幼虫の爽内死亡数&.び爽内死亡率

爽内死亡率(%)

十!段跳日瓦町両五五1

118 

接t.]if，lJ 

30 

70 

120 

200 

11ラ85

144.47 

151.47 

165.39 

備考11r
竺上竺 12474 11 2竺乙I~竺~213.49 I?と三

接種匝|iI問 92.92制 1IB10ck 11股 0.24 側 l;n;Jlr悦 13仰抑
品種×蜘瓜I .- 11 r~， fin/!腕 13.1ヂ 1，問×脱出，1 1.24 

宝常りの潜入痕主主も多くなり，結局爽内に於て死

亡する幼虫救及び比率が増えするという一聯の聞

係をうかがうととがIH3I~る。

(6) ~I^Jの;幼虫の死!ì(l

第 8去に示した幼虫の英内死亡教は，幼虫が

死亡した部分と死亡航態によって，既J主の如き識

日IJ訟により，爽組織rl'，災の内部及び災の内部[IC

於ける闘争による死亡敢に匝)jIjされるが，各々の

爽 I^J死亡故に:t1する夫々のl~f>>止の比率を示せば第

9去の如くである。幼虫の'!k.ÎJ死亡披:は，幼!ltが

北の組織を;邑過した後，英の内部に於て最も正:j率

者三示している。との英内の死亡率にぽ!日和11¥1;'，'::異

が認められ， r~ll生光黒」が一般に低率を示してい

るととぽ従列4の知見と同生去である。然し闘午1によ

る死仁互容は「中生光J;I;l，Jが逆に著しく高率となっ

ている。 j互に闘oqi'による死亡率には接杭匝IIlJlc於

ても明瞭な芳男ーがあり， 1~;fílt~ Il H投の増}JI1と共に高

A
U
n
u
n
u
n
u
 

q
J
7
t
η
4
n
u
 

1
1

っ，h

至子三喜三示している。 J妄間卵教の増加によって， 1郁
子宗常りの幼虫のtr1f入痕教が哨)JI¥するととぽ版元J.i;
の通りであるから，爽内に潜入した幼虫:訂:ば，そ

の生長にwって次第に行動範¥filが11m自主され，結局
闘争による死亡率が高くたるのであろう(第2/ti，¥!)。

とのIH買は英の組織中占及tぴ
tは玄殆んε第 1-2向阿帥(2kでで、あるのf肥r亡ご主封Jして， 間三五1によ
る死亡幼虫は沼4-5齢のものが多いととからも

推察されよう o 以!こ;主ペた幼虫の減少京iii品ぽ引3

1品lの女f1く明瞭に示される。

B. 卵及び購化幼虫の population

と大豆の被害

(1) 大工7..の被害の'ITr故

大!l7~の被守のf白J肢は第 10 去の女11 くである。 H[l

ち成熟柿一J-の被害蚊i~( 十五何i:WJ肢の士\'fJJI\rc:-.よって各

11l1料‘共ーす去に士¥'yJmするととが明瞭で'ある。又不;ffi:

f.i1i:子g!iJ:では無接初出.!::J'喜和 Il[~との 1111[<<.:.I1J]らかな杭l

症が認められ，接抑1副主イ二位杭:H肢が著しく;tjJT力fI
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結果の 2・3の関係第2国
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した。手々に接種匪1mに於ては，接種卵敢の増加に
より，マメシンクイガによる不稔粒子敢が増加lし

ているが，それば各lLi杭に共通する傾向ではな

く， r111生光弘」でば不明瞭な結果-が認められた。

(2) 被害の賞蚊と被害率

各々の成熟事r~子総敢に封ずる被害種子の比

率s即ち『被害歩合』或いは『被害粒率』とよば

れるものは第11去の通りである。同去に示され

るようにp 被害粒率ぽ接部国聞で明瞭に異なり P

Illk拒Wi¥jKも従来の試験結果と同総な#1注が認めら
れる o ?'J~ しながら，マメシンクイガのカ11持経過及

び‘大豆の爽並びに種子・の生長杭過を調べると，大

豆の被告とは単に成熟柿子に認められる被害だけに

止まらすう種子の生長の初期jに侵入した幼虫によ

り:fJn.が不稔になる場合が少なくないと%えられ

る(消 3~世参!日tl。本質験に於ても接右n匝の不稔在fl

子J1，，&のl切らかな増加が認められたから，大互の被

害を成熟TJt子の被害だけに限定するととは安討で、

はない。そとで成熟期!の英の車fl子宮組敢に封ずる

仏~全杭子，被害郁子及び不稔:fJt子の比率を示せば

'tj'c 4 ~~ilのようになる。

'tj'C4附に於て黒椛とイ船主の部分との合計がマ

メシンクイガによる大豆の民の被害率と考えると

とが出来る。而してそれぽ卵蚊と共にi切らかに増

加1して居り，その楠え方ぽilfI杭によって異なって

ν、る。

第 10表 犬立の被害の賓数 • 
成熟干章子‘書土 /f~稔種子政

接干並区 l 被害 生理的 I17メシン
長十勝葉 I光中生黒辰Ii業披主雇I計 干長腸業ア1光厄黒点展l'i言葉競両|一副一 子長勝葉一!光中亙黒 I孟l葉減裸I計 長-1雨葉努光中生黒高Iî瀬~)，'i;柔三 一

420 O O O 」58 28 45 131 。 O 01 。273 134 I 267 1 674 140 150 125 45 29 33 107 日9 38 40! 137 

70 202 163 233 140 536 11 36 36 31 103 60 45 53 158 

120 70 160 292 248 221 48 23 40 111 105 36 96 237 

19 40 77 1I 310 1 283 268 861ll 日4 28 日1. 133 160 46 94 300 

35.07美栄

7.04奨後

第11表 被害粒率及び健全粒率

11 被害粒率(:;の 11 健全料率(:;の

t~_:T(_ Wo'J 吟宍I~rþ明両習て!t=]ア匝1rþ~U{;王[亙f]Nlーす
o 1 0 1 0 11 J 00.00 1 100.00 1 J 00.00 1 300.00 

11 加 6 1 311.81 233.09 801.16 11 243 

30 

。 O 

33.90 52.82 29.98 116.70 

44.66 76.39 41.18 162.23 

83.19 88.89 74.92 247.00 

94.51 93.71 87.01 275.23 

.70 

120 

200 

Block I!JJ落I _.按荷!亙/1悦 I296.78州 l
品穏11日差 I 1回 68開 |品種×接干亜日五 9.90附 | 

考ー

66.10 47.18 70.02 183.30 

55.34 

16.81 

5.49 

137.77 

53.00 

24.77 

23.61 

11.11 

6.29 

58.82 

2ラ.08

12.99 

一
ゆ
一
回
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第4園大豆の被害率
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大王子.の牧7ii:ぽ一般に柿‘子の主主~=で、示されるか

ら，各接f"lí:1M~の成熟和子の;主主 ~ì!llt，i~した枯県:を
第12去に示した。同去にiりjらかな女flく，健全及

び被害和l子車ft:ぽ，接T~lI:].\l'lーと共に増減するととが

明瞭で、ある。とれは被害種子教が接日:匝と共に増

減するととから世然の結果であろう。然しトwx-を
合計した成熟f"lt子の総主主にbさでは技研匝WIJで、l:i

統計的に千i立でにcない。(住全郁子と被符郁子との
100粒医者三任;立の材料から採って測定すれば， 213 

1，'3夫の女fl く!切らかたづ'';::f'~ヵ:認められるがp その)，::

ば著しいものではたかった。結局k瓦ばマメシン

クイカ守の)JI1害予:の哨加によって成熟郁子の被害

J~弘被害粒率，イミ稔2甲子敢及び、/it]率が何れも増加1

し，従って健全な和子j肢が半年しく減少するために

M， '['U~-の京大な:tn守;乞蒙るが， Ji父)I;:K於てはそれ

科大きな影響~受けないように，目、われる。
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第13表 成熟種子の 100粒:ill:

卜!除長葉

'1' .'1'.光栄

長楽裸 11波

.IV考察

(A) Populationの減少経過

(1) 接種匝Il¥Jに於て認められた賢験結果の一

部をこ要約すれば下記の如くである。

(A) 接種卵及び、附化Y.)}!Uの哨カ11と共に増加l

したもの。

部~死亡率(故)->潜入痕』蚊→ l~'~f;' り

潜入痕J故→1臣室子常り雨入痕数→夫

内死亡率(披)一時司令による死亡率一〉幼

虫の死亡率(数)。

(B) 接部:卵及び1阪化幼虫の哨力11と共に減少

し7こもの。

潜入痕率，幼出の生存率。

本質験で、ijごJ:.記 (A)項の矢印1111は総て/1民相関

係がある。然し幼虫の生出場所、たるえ;友林の実数

ば結局vJ:限定されるものであり，それ故接相卯を

多くした質験l磁石三噌やせば，恐らく sigmoidrlll ~ðj~ 

が示されるであろう。幼虫ば大豆の生直[!的な落ー兆

及び夫の内部に於て続々たる原l'Rlによって死亡

し， その結~x)}，虫の生イf.率fX 30粒接担匝でぽ平

均 55.7%から弐第に低下して200粒接和匝でぽ

之l'均24.0%(((:過ぎなかった。日¥Jち茨そのものが幼

虫の減少に主要た役割を来しているととがl列らか

である。 然しfや何I吋リ故J接妥柿、卵g駒卯[Jの哨加」と:3共巳に幼丘虫lの生イ存子
芝矛苓

托亡至率容のヰ若午しLいぺ哨力加Hと， 2庭内死亡率， 特!rc英内の

闘争による死亡率の哨力11にJ剖](¥するものと考えら
れ， population physiologyの資験的研究分野に

於て屡々指摘されている“符度効果"或いは

“space factor" のイバモも亦子~~HI， 3\~， t主い。而して

幼虫の茨ÎJtc.於ける正-:)い死亡率fJ:，実そのものの
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生物的抵抗|五!子と，怯，白、特i度の増力nに 1é!õ う幼虫~~l

li:lfIJの生物的環境抵抗の増大によるものと三jすえら

れる。主主主云かくの虫nき減少経過により何れも午数

以下に減少した幼虫ぽ，過去 3 ヶ:'rl~の室内及ぴ野

外飼育によれば工1:111に滑入して翌年羽化するまで

にその 65~98 %が殆んど寄生前委J1'*i[1:より死亡

するのでるる。1l!に多数の寄生虫，おn食虫による
死亡をと考慮すれば，水害虫の殻生に封ずる生物的

i¥JiJ限¥](1子が如何に主要なものである小が想像され

よう。害虫の分布及び分布地域の蛾えのl問題ぽ別

として，師;にある地域の諸保{Itニ[1:，油ー肱し，或いは

I1目化した多くの害虫の殻生Tまには，気象保1'fーと生
物的保件の何れが主主;f t主役割:乞~;\:っかは軒々しく

論陸rrlH来ない。 151'，して様々た習性や生活様式左も

つ多くの害虫を寸1tに11!:するととは困難であ

るが，然し本害虫の虫nき所m-11虫干J:i害虫， ll[lち
GRAHAM (1939)のいう "balancedpopulation at 

high density"に於てば，気象保{11ニば殻生量に少

なくとも直接的なilJil限17-.:1子とはならないように思

われる。

(2) 品杭1mに於ては各riMJ(とも上msの虫n1き

populationの減少絞過をと辿るが，幼虫の減少率に

は品柿11¥1先兵が認められる。即ち

(A) 按研卵J攻及び蜘f!'，幼1¥が榊力nしでもIf11
和1l¥J来具があるもの。

企~Et~の死亡率(数)，幼虫の茨|有死亡率

{幼虫の闘争=による死亡率)。

(B) 接師、卵故及び附{ヒ幼.tJ¥が附加しでもfhl

Nalll:i'd耳がないもの。

落葉死亡率，市入痕妻子、

白書(~JIJ\態に於て長五12系統の d ，qmの幼虫の浪内

死亡さ容がr~.!J いととは岐にn.立されている(凶品・黒

長)安険材料を得る目的で，土壌i旬、芯及び虫体行Tf31Fを行った場合でも，やはり務11:.する。これらの前類は，他の自条件で死亡
した守長者:f~ずるものではなし，、ょうぜある。
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j皐， 1953)。乙の司i貨は本質験結果に於工も叫び認

められた。そのJ:.かかる死亡率の品積IHJ-~I;i:異ぽ，

幼虫の茨内潜入敢の如何にかかわらや辿るととが

l切らかになった。従って抵抗性の~t主!としての幼

虫の英内死亡率の禿異ぽ略々安定的なものである

と考えられる。とのような若齢幼虫具.Jjに於ける死

亡のほかに，幼虫相互IUJの闘争による死亡率の品

種間差異がある。とれば幼虫の英内j持入教が噌刈l

した場合，夫教の少ない品種が特に著しくなるω

であるが，その教は少なく，耐虫性の~ltl として

の重要性ぽffiんどないと二与えられる。

(B) 大豆の被害と Population

本質験結果を要約すればー下記の虫11くである。

(A) 接紐卯教の増加と共に増加するもの。

被害粒子率(故)，不稔草m子率(童文)，マ
メシンクイガによる不花組子率(~投入

被害種子重量。

(B) 接持:卯童文の増7111と共に減少するもの

健全種子率(数)，位全神f刊;荒。

(c) t1t:fiD:卯数が榊加しても著しい哨減なき
もの。

被害持:了・革主+位全純一了二~D~ :lit (線、.J!主主u
(D) 接種卯敢が増加lしても1111紐Ifll:z1を異が認、

められたもの。

被守組子率(健全種子率)，被害粒子ifc

長+健全組子霊長， (マメシンクイカ、、に

よる不捻種子の護生L

害虫による作物の被害宜が，一般に害虫の寄

生長に支配され易いととは営然であり，本質験結

果も接種卵の増7111により，各Ifl¥f:iJ(とも被害組子及

びそのよじ奪三が士11)JI¥した。それらの品粒tt¥J禿異ぽ接

担卯が株首り 120粒までは依然として明瞭に認め

られた。然し被害粒率ば接種卵敢が200粒になる

と殆んどJ1種1M]差異がたくたる。とれらの4fj.貰は

産卵教の多少という要因が，他の如何なる要因よ

りも大京の被害虫C~と左右する上に決定的な役割!を

もっととを示すeと共に，大豆の耐虫性品種栽清の

肱fI1的場市ilf乙於ける 1つの限外を示唆するもので

通うろう。然し卯~1設の哨加によって健全和子率ーが著

しく減少するから，大豆ぽ品質J~.の亜大な損害告と

受けるが，被害粒子重量十健全位子主長，即ち色13

収量に於てはそれ1注者しく低下したいととは注意

されl_良い。:;9(に大豆種子の不稔が主に英の仲長

期!に於ける虫害により起り易いととはWf.に報告さ

れている(古谷， 1950; R-I村， 1952)。然し本害虫

による都子の不稔ば従来全く注意されていない。

本質験結果に就いてはる11::.，不松粒子j肢は接種卵

敢の哨)JI1に1*って明瞭にl別1mしている。生時接種匿

に於ても不稔杭子が認められたから，害虫以外の

多くの原因による不稔も費生するととがUJJらかで、

ある。然し栽主;~，~条件が殆んど--Ji.:.であるのにも拘

らや，卯裁の増力11(1::.より不拾が増加するという結

果ぽ，本害虫の増加による不稔積子の宝芝生をと認め

ざるを符ない。而も不拡種子。護生は品杭により

異なる傾向がある。従って単に被害額子芸名のみを

取りあげて被害のIIA初11¥1差異或いは耐虫性を論十

るととは安常ではなく，第4!而!の虫11く穂子室敢に

到する夫々の比率をと以って検討すべきであるとZ与

えられる。

V 要約

(1) 本版白はマメシンクイカ。の幼-，I{I1J栴度と

大JJvJ被守の llll柿 I~\l :i号呉との闘係を調布し，大y、正

の耐丘十I~主の基礎として指摘されている要|社の主要

性を比較した。資ll剣士人・豆3品紐と 4段階の卯接

粒凶から成る。

(2) 幼虫は大豆を刈j!存する過杭に於て，爽の

;溶爽，爽の組織rll及び災の内部に於て多数死亡す

る。幼虫の生存率ば接相匝II I1 K:Ü~て異なり， f妾舵
卯蚊の榊力11と共に低下した。

(3) その王fJl.山ぽ落茨及び、災の内ri!)に於ける死

亡容 lJ'!Hて:幼)1(相五IiBの闘下1による死亡率の増加

によるものである。従って幼虫童文の減少にぽ幼!U

と戎との相五閥係に加うるに接租卯j肢の増加によ

り哨大すると考えられる幼虫相互正1111の闘係が大き

な役割を持つととをl切らかにした。

(4) 以上の如き幼虫の減少経過には品積IJl1主

呉が認められない。然し幼虫の死亡率，換言すれ

ば生存率にはI日前1111芳:異がある。とれば主11::.英の

内部に於ける死亡率がd~{置により呉なるためであ

る。

(5) 大豆の被害種子教，被害都子率及び、不稔
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純一r率lまやIれも接航]jIJの増加と共に手干しく士?え
る。然しその増え方ぽ I~~~ti取により呉なる。然し接

和卵が200~\立の場合には，iMÆIi IJ-11叫もが泊犬した。

(6) 従って視日持iJU洋と多毛茸品右fi:'i洋1i¥j(iL.fitJめ

られる産卵蚊の諮i者~tr'X::呉ーぽ，大京の耐山性に防!

係ある故も軍基~~Ît~要悶であるとうjラえられる。
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Resume 

1n pursuit of information on the varietal di任erenceof soybean to the. soybean pod borer， 
Graρholitha gricinivorella M̂TS.， it has been found that the basis of resistance is attributed 
to three items， preference to hairiness， antibiotic characters of the pod and tolerance of 
soybean (NrSHlJIMA et KUROSAWA， 1953). This basis has been given by what is regarded as 
normal relationship and it is， of course， relative difference which may be partly modified 
under the various degree of borer populations. 1n this case， it must be ascertained whether 
the expression or permanence of the resistance is affected by possible change of the borer 

populations or not. From the consideration as stated above， the experiments to be reported 
in this paper were carried out by the method of artificial infestation. The eggs had been 

deposited on the soybean pod in the rearing cage. When those were nearly ready to hatch， 
following laboratory incubation， the small pieces of the pod containing one egg were stuck 
on each of soyboan vari巴ties，each .'30， 70， 120 and 200 per plant. The resultant larval popu-

lation and the state of the seed were determined by the detaUed dissection of the pod and 

the following results were obtained. 

It was shown that the decrease of the larvae in number in the course of the growth 

fてomhatching to the full grown borer is resulted from the death of larvae resulted from the 
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falling of sterilized pods and the struggle for existence within the pod as weII as the tissue 

layers in the pod and certain factors within it. The mortaIity due to the struggle and the 
sterilized pod increased markedly with the increase of the initial egg number. Thus， the 
percentages of survival of larvae， being much reduced from 55.7 per cent in 30 eggs to 24.0 
per cent in 200 eggs per plant， correlated negatively with the egg number. The data so 
far given had emphasized that the insect-plant interaction in addition to the occurrence bf 

the density effect or space factor -with the increase of the borer population is largely respons-

ible for the decrease of the iarvae during their feeding period on soybean. Though uni-

formely increased with the egg number， the percentage of larval death withinthe pod di百ered
with the soyb巴anvarieties. The varieties of Nagaha-strain showed a marked inhibition to 

larval survival which was substantiated in succeeding experiments from 1951 to 1953. 

The phase of infestation of the soybean varieties was observed much different according 

to the number of eggs stuck. In each variety the high positive correlation was obtained 

between the percentage of injured seeds and the number of eggs. However， in so far as 
the number of eggs per plant was 120， the percentags of injured seeds somewhat di妊ered
with varieties， while in the treatment with 200 eggs per plant， there disappeared significant 
di妊erenceon account of heavy infestation. This fact indicated that the most important 

source affecting the varietal resistance of soybean is the conspicuous di妊erencesof the 

number of eggs deposited by the moth which prefers to the hairy varieties. Though the 

weight of seed did not so decrease， the number of sterilized seeds within the pod was marked 
increased with the number of eggs. It was dearIy indicated that the steriIization of seeds 
is caused by boring or feeding of the larvae， excepting a few physiological ones. 


